
　
竹
内
町
長
は
第
４
期
の
施

政
方
針
に
「
田
園
町
富
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
の
活
用
に

よ
る
阿
久
比
町
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
を
う
た
っ
た
。

　
新
施
策
の
具
体
的
な
内
容

は
。

　
　
将
来
の
町
の
姿
と
推
進

上
の
大
き
な
障
害
・
課
題
。

　
　

「
田
園
町
富
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
、
全
て
の
住
民

が
住
み
や
す
く
幸
せ
に
生
活

で
き
る
よ
う
「
富
め
る
町
づ

く
り
」
を
目
指
す
。
課
題
と

し
て
は
、
人
口
が
増
え
続
け

て
い
る
本
町
に
あ
っ
て
も
、

少
子
高
齢
化
の
波
を
止
め
る

こ
と
は
で
き
ず
、
将
来
的
に

は
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
　
「
Ｎ
Ａ
Ｍ
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
ラ
イ
ン
」
の
具
体
的
な

活
用
イ
メ
ー
ジ
。

　
　

名
古
屋
「
Ｎ
」
阿
久
比

「
Ａ
」
三
河
「
Ｍ
」
を
結
ぶ

Ｎ
Ａ
Ｍ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ラ

イ
ン
に
よ
り
、
名
古
屋
に
も

三
河
に
も
近
い
と
い
う
本
町

の
地
の
利
を
最
大
限
に
生
か

す
。
田
園
な
ど
の
自
然
を
守

り
つ
つ
大
都
市
近
郊
の
利
便

性
を
生
か
し
、
名
古
屋
や
三

河
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、

移
り
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
ま
ち
を
目
指
す
。

　
新
庁
舎
の
建
設
が
い
よ
い

よ
佳
境
に
入
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
は
新
し
い
庁

舎
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
業

務
の
や
り
方
に
思
い
を
は
せ

て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　
今
後
の
業
務
の
ス
タ
ン
ス

を
問
う
。

　
　
大
き
く
変
化
す
る
、
さ

せ
た
い
業
務
は
。

　
　

新
た
な
窓
口
の
あ
り
方

と
し
て
、
来
庁
者
が
担
当
課

を
回
る
の
で
は
な
く
、
職
員

が
入
れ
替
わ
る
形
や
、
類
似

す
る
手
続
き
に
つ
い
て
も
出

来
る
限
り
一
元
的
に
対
応
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
目

指
す
。

仕
事
の
や
り
方

効
率
化
に
努
力

　
　
全
庁
的
な
業
務
の
推
進

方
針
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
。

　
　

「
町
民
が
利
用
し
や
す

い
快
適
な
庁
舎
」、「
安
全
・

安
心
で
利
用
し
や
す
い
防
災

拠
点
」
を
目
指
す
。

　
　
ゼ
ロ
サ
ム
、
カ
イ
ゼ
ン
、

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
の
観
点
は
。

　
　

担
当
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
を
見
直
し
、
評
価
す

る
こ
と
に
よ
り
意
識
改
革
と

政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図

る
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
昨
年
か
ら
は
職
員
の

「
カ
イ
ゼ
ン
」
意
識
を
醸
成

す
る
た
め
、
職
員
全
員
に
改

善
案
の
提
出
を
求
め
、
経
費

節
減
、
事
務
の
効
率
化
な
ど

に
努
め
て
い
る
。

　
先
の
12
月
議
会
に
お
け
る

「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
」
案
内
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
答
弁
内
容

に
違
和
感
を
持
っ
た
。

職
業
紹
介
に
お
け
る

学
校
と
教
育
委
員
会

正
確
な
情
報
提
供

　
　
町
が
国
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
い
る
自
衛
官
募
集
業
務
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

地
方
自
治
法
及
び
自
衛

隊
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
町

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
募
集
事
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校
生
徒
」
募
集
は
子
ど

も
の
権
利
条
約
批
准
国
と
し

て
不
適
切
か
。

　
　

一
人
一
人
に
進
路
選
択

の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、

進
路
情
報
を
希
望
す
る
生
徒

や
そ
の
保
護
者
が
、
学
校
案

内
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
っ
て

情
報
を
得
て
、
必
要
に
応
じ

て
見
学
・
体
験
な
ど
行
い
、

そ
の
上
で
、
進
路
選
択
の
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
だ
と
考
え
る
。

　
　
判
断
を
現
場
の
学
校
長

に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
教

育
委
員
会
が
明
確
な
指
針
を

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

進
路
情
報
・
職
業
情
報
を
制

限
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
従
来
か
ら
、
生
徒
・
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
は
、
学

校
長
が
判
断
し
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
学
校
長
が
相
談

し
、
慎
重
に
取
り
扱
い
た
い
。

問答問答

問答

問答 問答

問答問答 問答

「田園町富」と「ＮＡＭトライアングル」
富めるまちづくり

高等工科学校とは

教 育 理 念

陸上自衛隊高等工科学校概要（抜粋）
将来陸上自衛隊において、高機能・システム化された装備品を駆使・使用するとともに、国
際社会においても自信をもって対応できる自衛官となるものを養成するために、中学校卒業
者を対象に採用する制度
技術的な識能を有し、知徳体を兼ね備えた伸展性ある陸上自衛官としてふさわしい人材を育
てる。

身　　　分 特別職国家公務員（生徒）
手　　　当 月額94,900円（平成25年４月１日現在）　期末手当年２回

休日・休暇 週休２日制、祝日、年末年始休暇等
衣 食 住 全員が駐屯地で生活し、宿舎は無料で、食事・被服類・寝具は支給又は貸与。

卒 業 資 格 提携する学校に編入学し、生徒課程修了時に高等学校の卒業資格を取得することができる。

三留　享  議員
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